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て
る
お
か
ぎ
と
う

暉
峻
義
等
（
一
八
八
九
～
一
九
六
六
）
は
日
本
に
労
働
科
学
を
確
立
し
た
人
で
あ
る
。
今
回
日
本
医
史
学
会
第
一
○
○
回
総
会
記
念
誌
の
編

集
に
参
画
し
て
、
本
学
会
の
前
身
奨
進
医
会
の
こ
と
を
し
ら
べ
て
い
て
、
暉
峻
が
漿
進
医
会
に
ふ
か
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
、
そ
の
点
を
中
心
に
記
し
て
お
き
た
い
。

暉
峻
は
労
働
科
学
研
究
所
を
つ
く
っ
た
進
歩
的
な
先
輩
だ
が
戦
争
協
力
の
く
ら
い
影
を
お
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
一
般
的

な
印
象
で
あ
っ
た
。
条
件
反
射
研
究
会
な
ど
の
場
で
何
回
か
お
会
い
し
て
い
る
。
眼
光
の
鋭
い
、
し
ま
っ
た
顔
の
、
や
せ
た
方
で
あ
っ
た
。

こ
の
人
に
、
小
田
急
沿
線
の
お
宅
に
よ
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
廊
下
で
藤
椅
子
に
す
わ
っ
て
い
て
、
後
に
秘
書
の
岩
崎
繁
野
が
た
っ
て
い
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
用
件
は
、
暉
峻
が
一
九
五
○
年
に
設
立
し
た
健
康
社
会
建
設
協
会
（
略
称
健
社
建
）
の
世
話
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
。
年
譜
を
み
る
と
、
一
九
六
二
年
に
脳
軟
化
発
病
と
あ
る
の
で
、
こ
の
年
だ
っ
た
か
。
わ
た
し
は
一
九
五
八
年
に
都
立

松
沢
病
院
に
う
つ
り
、
病
院
改
革
運
動
に
と
り
く
ん
で
い
た
当
時
で
、
こ
の
要
請
を
う
け
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

こ
の
人
の
あ
た
ら
し
い
面
を
み
い
だ
し
て
、
感
慨
な
き
を
え
な
い
。

一
、
は
じ
め
に

暉
峻
義
等
と
医
学
史
研
究

ｌ
奨
進
医
会
お
よ
び
日
本
医
史
学
会
と
の
か
か
わ
り
を
中
軸
に
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
六
巻
第
一
号

平
成
十
二
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
十
一
年
六
月
二
十
一
日
受
付

岡
田
靖
雄
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（
１
）

暉
峻
の
伝
記
は
三
浦
豊
彦
に
よ
り
か
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
略
歴
を
み
て
お
こ
う
。

暉
峻
は
一
八
八
九
年
（
明
治
一
三
年
）
九
月
九
日
、
暉
峻
光
浄
・
は
る
の
第
一
子
と
し
て
兵
庫
県
印
南
郡
伊
保
村
（
現
・
高
砂
市
）
に
う
ま
れ

た
。
父
は
浄
土
眞
宗
本
願
寺
派
僧
侶
で
、
仏
教
中
学
の
校
長
で
あ
っ
た
。
父
は
、
四
歳
の
義
等
に
浄
土
三
部
経
を
暗
謂
さ
せ
る
な
ど
、
き
び

し
い
詰
め
込
み
教
育
を
し
た
。
こ
の
こ
と
が
か
れ
を
反
抗
的
青
年
に
し
た
。
高
砂
市
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い
る
が
、
暉
峻
は
中
学
時
代
は

日
本
海
に
ち
か
い
豊
岡
中
学
で
寄
宿
舎
生
活
を
お
く
っ
た
。
一
九
○
八
年
に
豊
岡
中
学
を
卒
業
す
る
と
、
鹿
児
島
の
第
七
高
等
学
校
造
士
館

に
入
学
し
た
。
鹿
児
島
に
は
祖
父
普
瑞
が
浄
土
眞
宗
の
僧
侶
と
し
て
す
ん
で
い
た
。

一
九
一
○
年
七
月
に
第
七
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
、
同
年
九
月
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
〔
旧
制
高
等
学
校
は
三
年
制
だ
っ
た
の
で
、

年
譜
の
年
は
ど
こ
か
で
一
年
ち
が
っ
て
い
る
〕
・
医
科
大
学
の
講
義
は
あ
ま
り
お
も
し
ろ
く
な
く
、
文
科
で
元
良
勇
次
郎
の
心
理
学
講
義
を
き
い

ひ
そ
む

て
関
心
を
も
っ
た
。
生
理
学
の
大
澤
謙
二
教
授
お
よ
び
永
井
潜
助
教
授
の
講
義
は
医
学
へ
の
興
味
を
か
き
た
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
生
に

な
っ
て
一
九
二
年
二
月
ク
ラ
ス
会
で
よ
っ
た
暉
峻
は
ひ
ど
く
熱
発
し
た
。
こ
の
と
き
か
れ
が
受
診
し
た
の
が
、
本
郷
区
千
駄
木
に
す
む

尼
子
四
郎
（
か
れ
は
夏
目
金
之
助
家
の
家
庭
医
で
も
あ
っ
た
）
で
、
尼
子
は
、
肺
尖
が
わ
る
い
、
学
問
は
や
め
て
す
ぐ
に
家
に
か
え
る
よ
う
に
、

と
す
す
め
た
。
暉
峻
は
す
ぐ
に
解
剖
、
生
理
、
生
化
学
な
ど
の
原
書
を
う
っ
て
、
郷
里
に
ち
か
い
須
磨
療
養
所
に
入
院
し
た
。
そ
こ
に
半
年

い
る
と
、
も
う
菌
は
で
な
い
と
い
わ
れ
た
。
暉
峻
は
そ
こ
を
で
る
と
法
隆
寺
に
小
僧
扱
い
で
す
み
こ
み
、
仏
事
の
手
伝
い
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
健
康
は
完
全
に
回
復
し
た
。
半
年
し
て
そ
こ
を
で
て
鹿
児
島
へ
い
き
、
桜
島
の
住
職
の
い
な
く
な
っ
た
寺
に
す
み
こ
ん
だ
、
一
九
一

三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
暉
峻
は
こ
こ
で
仮
住
職
兼
社
会
事
業
主
事
の
仕
事
を
し
た
。

東
京
へ
も
ど
る
気
に
な
っ
て
一
九
一
四
年
一
月
一
○
日
に
鹿
児
島
を
た
っ
た
が
、
一
月
一
二
日
に
桜
島
が
大
爆
発
し
て
暉
峻
が
す
ん
で
い

た
有
村
の
温
泉
場
も
壊
滅
し
た
。
暉
峻
は
友
人
た
ち
に
す
す
め
ら
れ
て
医
科
大
学
に
再
入
学
し
た
が
、
ち
が
っ
た
級
に
は
い
る
と
親
し
み
が

二
、
略
歴
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な
く
、
講
義
に
は
で
た
り
、
で
な
か
っ
た
り
だ
っ
た
。
青
山
胤
通
監
修
の
「
日
本
内
科
全
書
』
は
一
九
一
三
年
三
月
か
ら
刊
行
さ
れ
だ
し
た

が
、
編
集
に
あ
た
っ
た
の
は
、
宮
本
叔
、
林
春
雄
、
富
士
川
瀞
、
尼
子
四
郎
で
あ
っ
た
。
四
年
生
の
と
き
暉
峻
は
、
学
校
に
あ
ま
り
で
ず
に

暇
が
あ
り
そ
う
だ
か
ら
と
、
こ
の
編
集
を
て
つ
だ
わ
さ
れ
て
、
そ
れ
で
か
な
り
の
金
を
も
ら
っ
た
。

一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
一
二
月
に
医
科
大
学
を
卒
業
。
同
級
生
に
は
、
東
京
都
知
事
を
し
た
東
龍
太
郎
、
千
葉
医
科
大
学
の
眼
科
教
授

を
し
て
医
学
史
に
も
力
を
入
れ
た
伊
東
彌
惠
治
、
慶
應
義
塾
大
学
の
内
科
教
授
を
し
た
大
森
憲
太
、
東
京
大
学
の
病
理
学
教
授
を
し
た
岡
治

道
、
岡
山
大
学
の
衛
生
学
教
授
を
し
た
緒
方
益
雄
、
日
本
精
神
病
院
協
会
を
つ
く
っ
た
金
子
準
二
、
名
古
屋
大
学
の
衛
生
学
教
授
を
し
た
鯉

沼
茄
吾
、
愛
知
県
立
精
神
病
院
長
を
し
た
児
玉
（
岡
喧
昌
、
東
京
大
学
の
内
科
教
授
を
し
た
佐
々
貴
之
、
細
菌
学
を
お
さ
め
て
内
務
省
衛
生

局
に
は
い
り
昭
和
医
科
大
学
教
授
も
し
た
佐
藤
正
、
東
京
大
学
の
放
射
線
科
教
授
を
し
た
都
築
正
男
、
新
潟
大
学
の
外
科
教
授
を
し
た
中
田

ま
さ
た
か

瑞
穂
、
梅
毒
の
村
田
反
応
の
発
見
者
村
田
正
太
（
一
八
八
四
’
一
九
七
四
）
、
老
年
医
学
を
研
究
し
た
渡
邊
定
が
い
る
。

暉
峻
は
、
助
教
授
時
代
の
生
理
学
概
論
に
ひ
か
れ
た
永
井
潜
（
一
八
七
六
’
一
九
五
七
）
の
生
理
学
教
室
に
は
い
り
、
炭
酸
ガ
ス
合
成
を
研

究
主
題
と
し
て
あ
た
え
ら
れ
た
。
文
献
を
よ
み
実
験
を
は
じ
め
よ
う
と
い
う
と
き
に
、
永
井
が
有
馬
頼
寧
か
ら
の
依
頼
を
も
っ
て
き
た
。
浅

草
の
橋
場
で
ひ
ら
く
労
働
者
学
校
で
週
二
回
講
義
を
し
て
く
れ
と
の
話
で
あ
る
。
暉
峻
は
そ
こ
で
日
本
人
の
生
理
に
つ
き
講
義
し
た
。

内
務
省
の
保
健
衛
生
調
査
会
官
制
は
一
九
一
六
年
六
月
に
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
委
員
に
は
横
手
千
代
之
助
、
富
士
川
瀞
、
永
井
潜
も
任
命

さ
れ
た
。
農
村
衛
生
・
地
方
病
・
風
土
病
を
と
り
あ
げ
た
そ
の
第
七
部
は
、
生
理
学
専
門
家
を
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
生
理
学
教
室
に
も

と
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
八
年
五
月
永
井
に
お
さ
れ
た
暉
峻
が
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
暉
峻
は
委
員
の
柳
澤
保
惠
、
横
手
、
永
井
な

ど
と
静
岡
県
、
山
梨
県
を
視
察
し
た
が
、
府
県
の
担
当
者
で
な
い
の
で
内
務
省
か
ら
直
接
い
っ
て
も
調
査
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
暉
峻

は
警
視
庁
嘱
託
と
な
っ
て
東
京
市
の
細
民
窟
（
本
所
深
川
な
ど
）
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五
、
六
名
の
助
手
と
女
医
一
名
と
の
協
力

を
え
た
が
、
暉
峻
は
細
民
長
屋
に
と
ま
り
こ
ん
だ
。
こ
の
調
査
に
は
五
月
か
ら
六
か
月
か
か
っ
た
。
ま
た
暉
峻
は
、
こ
の
年
の
一
二
月
に
東

京
帝
国
大
学
法
科
大
学
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
新
人
会
に
参
加
し
て
お
り
、
医
科
か
ら
参
加
し
た
最
初
の
一
人
で
あ
っ
た
。
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研
究
所
竣
工
に
つ
づ
い
て
七
月
二
日
に
暉
峻
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
留
学
に
た
っ
た
。
研
究
用
器
具
を
購
入
す
る
用
も
か
ね
て
で
あ
る
。
ベ
ル

リ
ン
大
学
の
労
働
生
理
学
研
究
所
（
旨
９
国
教
授
）
お
よ
び
社
会
衛
生
学
教
室
ｓ
’
９
○
号
言
教
授
）
の
抄
読
会
・
研
究
科
会
・
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
き
き
な
が
ら
、
測
定
機
械
や
図
書
を
購
入
し
て
い
た
。
大
量
に
本
を
か
い
こ
ん
で
い
る
暉
峻
の
と
こ
ろ
に
一
九
二
二
年
六
月
に
、
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書
館
で
一
五
’
一
八
世
紀
の
文
献
を
手
ぱ
な
そ
う
と
し
て
い
る
と
の
話
が
も
ち
こ
ま
れ
た
。
暉
峻
は
、
大
原
社
会
問
題
研

究
所
の
森
戸
辰
男
、
さ
ら
に
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
大
学
医
史
学
の
ズ
ー
ト
ホ
フ
教
授
（
【
・
司
．
普
号
○
【
）
、
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
に
通
じ
て
い
る

兼
常
清
佐
に
み
て
も
ら
っ
た
う
え
で
大
原
の
了
解
を
え
て
、
一
○
月
一
六
日
に
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
と
売
買
契
約
を
む
す
ん
だ
。
ハ
ー
ヴ
エ

ィ
の
血
液
循
環
に
関
す
る
原
著
が
と
く
に
暉
峻
の
関
心
を
ひ
い
て
い
た
。
こ
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
医
学
古
典
文
庫
は
川
崎
市
の
労
働
科
学
研
究

所
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
九
年
二
月
に
倉
敷
中
央
病
院
に
移
さ
れ
た
。
暉
峻
の
師
で
あ
る
永
井
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
で

フ
ェ
ル
ボ
ル
ン
（
冨
四
×
ぐ
①
『
葛
○
目
）
に
生
理
学
を
ま
な
ん
で
い
た
が
、
暉
峻
は
論
文
別
刷
り
を
中
心
に
し
た
フ
ェ
ル
ボ
ル
ン
文
庫
も
書
店
で

購
入
し
、
こ
れ
も
労
働
科
学
研
究
所
図
書
館
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

暉
峻
は
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
一
二
月
に
帰
国
し
、
研
究
所
を
充
実
さ
せ
労
働
科
学
の
研
究
に
と
り
く
ん
だ
。
一
九
一
画
年
に
は
、

原
葆
見
を
紹
介
さ
れ
た
。

大
原
孫
三
郎
（
一
八
八
○
’
一
九
四
二
一
）
は
一
九
一
九
年
二
月
九
日
に
は
大
原
社
会
問
題
研
究
所
を
、
同
二
月
一
二
日
に
は
大
原
救
済
事
業

研
究
所
を
設
立
し
、
九
月
二
一
日
に
は
両
者
を
合
同
さ
せ
た
大
原
社
会
問
題
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。
暉
峻
に
は
細
民
窟
調
査
中
に
大
原
か

ら
の
誘
い
が
あ
り
、
か
れ
は
社
会
医
学
研
究
部
門
の
研
究
者
と
し
て
こ
こ
に
入
所
し
た
。
研
究
所
の
建
物
が
一
九
二
○
年
七
月
に
完
成
す
る

ま
で
、
暉
峻
は
生
理
学
教
室
で
人
の
反
応
時
間
の
実
験
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
一
九
二
○
年
一
二
月
に
は
大
原
社
会
問
題
研
究
所
か
ら
社
会

衛
生
部
門
が
独
立
し
、
一
九
二
一
年
七
月
一
日
に
は
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
の
工
場
敷
き
地
内
に
完
成
し
た
そ
の
建
て
物
が
倉
敷
労
働
科
学
研

究
所
と
し
て
披
露
さ
れ
、
暉
峻
が
そ
の
所
長
と
な
っ
た
。
「
労
働
科
学
」
の
名
称
は
、
医
学
と
心
理
学
と
を
主
軸
と
す
る
、
労
働
と
生
活
と
に

関
す
る
生
物
学
的
研
究
の
意
味
で
え
ら
ば
れ
た
。
心
理
学
者
と
の
協
力
に
つ
い
て
暉
峻
は
富
士
川
に
相
談
に
い
っ
て
、
富
士
川
の
親
戚
の
桐
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幕
末
の
岡
山
藩
金
川
の
医
師
難
波
抱
節
が
所
蔵
し
て
い
た
「
温
知
堂
文
庫
」
を
購
入
し
た
。
労
働
科
学
研
究
所
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

（
２
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
浦
豊
彦
の
報
告
が
あ
る
。

こ
の
あ
と
の
経
歴
は
ご
く
簡
単
に
す
る
。
一
九
二
四
年
五
月
に
暉
峻
は
医
学
博
士
の
学
位
を
え
た
が
、
こ
れ
は
藤
根
常
吉
（
不
忘
、
奨
進
医

会
・
日
本
医
史
学
会
の
役
員
を
ず
っ
と
し
て
い
た
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
暉
峻
に
は
し
ら
せ
ず
に
、
一
九
一
九
年
に
暉
峻
が
八
王
子
で
お
こ
な

っ
た
調
査
を
ま
と
め
た
「
乳
児
死
亡
の
社
会
的
原
因
に
関
す
る
考
察
」
（
一
九
一
二
年
）
を
学
位
論
文
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
月
に

は
研
究
所
の
機
関
誌
と
し
て
「
労
働
科
学
研
究
」
を
発
刊
し
た
。
一
九
二
七
年
一
月
に
は
『
社
会
衛
生
学
ｌ
社
会
衛
生
学
上
に
於
け
る
主
要

問
題
の
論
究
ｌ
』
が
だ
さ
れ
た
。
こ
こ
で
暉
峻
は
、
民
族
衛
生
学
が
衛
生
学
の
根
本
問
題
だ
と
し
て
い
る
。
一
九
二
九
年
二
月
一
日
に
は
、

産
業
医
の
全
国
的
な
会
と
し
て
産
業
衛
生
協
議
会
（
日
本
産
業
衛
生
学
会
の
前
身
）
が
創
立
さ
れ
て
、
暉
峻
が
理
事
長
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
暉

峻
は
社
会
医
学
の
か
が
や
か
し
い
先
達
の
一
人
で
あ
っ
た
。

倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
は
一
九
三
○
年
に
、
綿
業
不
振
の
た
め
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
か
ら
社
長
大
原
孫
三
郎
個
人
の
経
営
に
う
つ
さ
れ
た
。

大
原
側
が
こ
の
負
担
を
い
つ
ま
で
に
な
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
暉
峻
は
日
本
の
労
働
科
学
研
究
所
と
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
た
。

一
九
三
五
年
に
だ
さ
れ
た
岩
波
全
書
「
社
会
衛
生
学
』
は
、
同
名
の
前
著
に
く
ら
べ
る
と
民
族
衛
生
学
へ
の
傾
斜
を
な
お
つ
よ
め
た
も
の
で

あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）
一
月
に
労
働
科
学
研
究
所
は
東
京
に
、
財
団
法
人
労
働
科
学
研
究
所
と
し
て
発
足
し
た
（
所
長
暉
峻
）
。

戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
暉
峻
は
そ
の
企
画
性
を
か
わ
れ
て
、
多
く
の
役
職
に
ひ
っ
ぱ
り
だ
さ
れ
た
。
一
九
四
○
年
二
月

に
労
資
一
体
の
大
日
本
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
六
月
暉
峻
は
そ
の
常
務
理
事
と
な
り
、
同
一
○
月
に
は
労
働
科
学
研
究
所
は
大
日

本
産
業
報
国
会
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
頃
に
は
所
員
の
何
人
か
は
こ
う
い
っ
た
方
向
に
疑
問
を
感
じ
て
退
職
し
た
。
大
日
本
産
業
報
国
会
は

一
九
四
二
年
六
月
に
は
大
政
翼
賛
会
の
傘
下
団
体
と
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
、
大
政
翼
賛
会
常
任
参
与
、
同
国
民
運
動
局
長
（
九
月
に
は
そ
れ

一
九
四
一

を
退
任
）
。

敗
戦
に
な
り
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○
年
）
九
月
三
○
日
に
は
大
日
本
産
業
報
国
会
は
い
ち
は
や
く
解
散
さ
せ
ら
れ
、
労
働
科
学
研
究
所
も
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す
す
ぐ

ま
ず
奨
進
医
会
の
歴
史
を
ご
く
か
い
つ
ま
ん
で
み
て
お
こ
う
。
富
士
川
瀞
の
父
富
士
川
雪
（
一
八
三
○
’
一
八
九
八
）
は
一
八
七
六
年
（
明

治
九
年
）
七
月
に
、
医
人
の
風
紀
が
頽
廃
に
か
た
む
く
の
を
な
げ
い
て
、
安
芸
国
沼
田
郡
安
村
に
お
い
て
学
術
研
讃
団
体
と
し
て
近
村
開
業
の

も
の
を
あ
つ
め
て
有
志
医
会
を
発
足
さ
せ
た
．
そ
れ
は
一
八
七
九
年
一
二
月
に
奨
進
医
会
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
富
士
川
瀞
（
一
八
六
五
’
一
九

四
○
）
は
、
一
八
八
七
年
七
月
に
広
島
県
病
院
附
属
医
学
校
を
卒
業
す
る
と
そ
の
秋
に
上
京
し
て
、
原
田
貞
吉
の
『
中
外
医
事
新
報
』
の
編
集

を
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
八
九
年
四
月
に
「
私
立
漿
進
医
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
私
立
奨
進
医
会
（
雑
誌
創
刊
と

同
時
に
、
会
名
に
私
立
が
く
わ
わ
っ
た
）
の
事
務
所
は
広
島
県
沼
田
郡
長
楽
寺
村
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
事
務
所
は
間
も
な
く
東
京
に
移
る
。
「
私

立
奨
進
医
会
雑
誌
」
は
一
八
九
二
年
二
月
に
第
四
年
第
一
号
を
だ
し
て
お
わ
る
が
、
こ
の
段
階
で
の
会
の
活
動
は
学
術
研
讃
と
医
道
の
追
求

と
に
あ
っ
て
、
医
学
史
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
私
立
奨
進
医
会
は
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
年
）
三
月
に
先
哲
祭
を
お
こ
な
い
、

こ
れ
は
翌
年
次
回
か
ら
医
家
先
哲
追
薦
会
と
改
称
さ
れ
て
、
会
の
年
中
行
事
と
な
る
。
そ
し
て
会
の
機
関
誌
と
し
て
は
一
八
九
三
年
六
月
に

解
散
に
な
っ
た
。
同
年
二
月
に
は
財
団
法
人
労
働
科
学
研
究
所
が
再
建
さ
れ
て
、
暉
峻
所
長
。
彼
は
一
九
四
六
年
八
月
一
三
日
づ
け
で
公

職
追
放
該
当
指
定
を
う
け
、
一
九
四
八
年
二
月
七
日
付
け
で
正
式
に
公
職
追
放
に
指
定
さ
れ
た
。
と
も
に
公
職
で
は
な
か
っ
た
が
、
暉
峻
は

一
九
四
七
年
一
二
月
に
は
日
本
産
業
衛
生
協
議
会
理
事
長
を
辞
任
し
、
ま
た
一
九
四
八
年
一
二
月
に
は
労
働
科
学
研
究
所
長
の
退
任
に
お
い

こ
ま
れ
た
。
こ
の
後
暉
峻
は
権
力
を
は
な
れ
た
運
動
を
目
ざ
し
て
一
九
五
○
年
五
月
に
は
健
康
社
会
建
設
協
会
を
設
立
し
、
そ
の
理
事
長
に

な
っ
た
。
ま
た
労
働
条
件
・
生
活
条
件
の
調
査
研
究
活
動
を
つ
づ
け
る
と
と
も
に
、
産
業
衛
生
面
で
の
国
際
交
流
に
も
と
り
く
ん
だ
。

暉
峻
は
一
九
六
二
年
四
月
下
旬
に
か
る
い
脳
軟
化
症
を
発
し
、
八
月
に
再
発
作
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
か
な
り
回
復
し
て
、
一
九
五
二
年

八
月
に
顧
問
に
就
任
し
て
い
た
労
働
科
学
研
究
所
の
顧
問
室
に
毎
日
の
よ
う
に
で
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
言
語
の
不
調
は
つ
づ
い

て
い
て
、
仕
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
九
六
六
年
一
二
月
七
日
永
眠
、
七
七
歳
。

三
、
奨
進
医
会
と
の
か
か
わ
り
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「
医
談
」
が
発
刊
さ
れ
て
、
一
九
○
八
年
二
月
の
第
二
四
・
二
五
合
併
号
に
い
た
る
。
医
人
の
風
紀
の
保
持
、
医
術
進
歩
の
稗
益
、
皇

国
医
道
の
沿
革
を
さ
ぐ
り
前
賢
諸
家
の
偉
行
を
顕
場
す
る
こ
と
が
、
こ
の
会
の
趣
旨
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
一
九
○
一
年
三
月
に
は
会
の
名

、
、

称
か
ら
私
立
が
と
れ
て
、
も
と
の
奨
進
医
会
に
も
ど
っ
て
い
る
。

奨
進
医
会
は
つ
づ
い
て
一
九
○
九
年
八
月
か
ら
機
関
紙
と
し
て
「
刀
圭
新
報
』
を
だ
す
。
そ
の
内
容
は
学
術
研
讃
、
医
道
、
医
学
史
が
お

お
き
な
柱
で
、
「
医
談
』
時
代
と
お
な
じ
で
あ
っ
た
。
奨
進
医
会
は
一
九
一
三
年
九
月
に
医
業
法
律
研
究
会
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
か
ら
医
業
に

関
す
る
法
律
問
題
が
誌
面
で
も
重
視
さ
れ
て
く
る
。
法
学
士
山
崎
佐
の
登
場
も
お
な
じ
頃
で
あ
る
。
奨
進
医
会
内
で
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て

い
た
医
師
共
済
団
体
と
し
て
の
日
本
医
師
協
会
は
一
九
一
五
年
一
月
に
成
立
す
る
。
漿
進
医
会
と
日
本
医
師
協
会
と
は
趣
旨
を
こ
と
に
す
る

も
の
の
、
役
員
は
両
者
共
通
と
い
っ
て
よ
い
。
人
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
一
つ
の
団
体
の
両
面
と
い
う
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
略
歴
で
の
べ
た
よ
う
に
、
一
九
一
四
年
に
再
入
学
し
た
暉
峻
は
四
年
生
の
と
き
に
（
一
九
一
六
’
一
七
年
だ
ろ
う
）
「
日
本
内
科
全
書
」

（
３
）

の
編
集
を
手
つ
だ
っ
た
。
編
集
者
の
一
人
尼
子
四
郎
が
か
れ
の
肺
結
核
を
診
断
し
た
縁
か
ら
で
あ
ろ
う
。
暉
峻
自
身
は
、
「
学
生
中
に
は
四
年

の
と
き
に
、
お
前
、
ど
う
も
学
校
に
出
な
い
で
閑
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
の
で
、
内
科
全
書
の
編
集
を
手
伝
わ
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
会
議
に

は
、
い
つ
も
富
士
川
（
瀞
）
先
生
、
ま
た
当
時
富
士
川
先
生
を
中
心
に
奨
進
医
会
と
い
う
医
の
倫
理
と
歴
史
の
研
究
を
中
心
と
す
る
会
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
会
の
機
関
雑
誌
に
『
奨
進
医
会
雑
誌
』
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
主
と
し
て
先
生
た
ち
の
原
稿
の
催
促
で
す
」
と
か
た
る
。
暉

峻
が
『
奨
進
医
会
雑
誌
』
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
『
刀
圭
新
報
』
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
暉
峻
の
編
集
の
才
が
見
こ
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
、
「
刀

圭
新
報
」
に
に
わ
か
に
暉
峻
が
登
場
す
る
。
ま
ず
誌
面
で
か
れ
の
活
躍
を
お
っ
て
い
こ
う
。

『
刀
圭
新
報
」
の
表
紙
は
ず
っ
と
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ク
レ
ル
ク
の
「
医
学
史
』
の
扉
絵
か
ら
と
ら
れ
た
、
中
央
に
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
を
配

し
た
絵
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
一
月
二
○
日
発
行
の
第
九
巻
第
五
号
か
ら
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
解
剖
図
の
下
絵
（
富
士
川

に
ね
が
っ
て
え
た
も
の
ｌ
暉
峻
）
が
表
紙
を
か
ざ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
絵
の
下
に
あ
る
「
内
容
」
に
は
、
「
巻
頭
言
／
暉
峻
、
非
医
者
問
題
／

富
士
川
、
新
領
土
の
医
術
／
平
安
、
「
穏
姿
」
と
云
ふ
文
字
／
高
田
、
医
学
上
国
字
国
語
使
用
問
題
／
小
川
、
医
人
伝
／
久
保
・
岡
崎
、
詩
歌
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（
６
）

「
医
学
に
於
け
る
国
字
国
語
使
用
に
就
い
て
」
を
か
い
た
小
川
剣
三
郎
（
一
八
七
一
’
一
九
三
三
）
は
、
岡
山
医
学
専
門
学
校
教
授
も
し
た
眼

科
医
で
、
当
時
東
京
で
眼
科
を
開
業
し
て
い
た
。
眼
科
史
を
は
じ
め
医
学
史
を
研
究
し
て
お
り
、
奨
進
医
会
会
員
で
あ
り
日
本
医
師
協
会
の

評
議
員
で
も
あ
っ
た
。
表
題
に
つ
い
て
の
小
川
の
説
は
、
「
か
曇
る
問
題
に
就
い
て
は
、
最
早
論
議
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
に
明
白
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
医
学
上
た
る
と
否
と
に
関
せ
ず
、
日
本
人
が
、
そ
の
国
語
を
用
ひ
て
学
術
の
進
歩
を
促
進
せ
ん
と
す
る
に
、
異
議
の
起
る
可
き
理

由
は
な
い
筈
で
あ
る
・
当
然
然
る
可
き
こ
と
で
あ
る
。
／
外
国
語
を
使
用
せ
ざ
れ
ば
学
術
の
発
達
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
、
独
逸
語
に
あ
ら
ず

ん
ば
日
本
の
医
学
は
根
抵
を
あ
や
う
く
す
る
と
云
ふ
様
な
馬
鹿
げ
た
論
者
に
毫
も
耳
を
貸
す
の
必
要
は
な
い
。
吾
々
は
日
本
の
医
学
を
所
有

（
妹
Ｉ
）

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
冒
頭
の
九
行
に
つ
き
る
。
さ
て
、
こ
の
号
の
奥
付
け
で
編
輯
者
兼
発
行
人
は
暉
峻
義
等
に
な
っ
て
お
り
（
そ
れ

ま
で
は
岡
崎
桂
一
郎
）
、
ま
た
そ
の
上
段
に
は
「
急
告
今
般
奨
進
医
会
事
務
所
竝
刀
圭
新
報
発
行
所
ヲ
左
記
二
移
シ
申
候
／
東
京
市
下
谷
区
桜

木
町
三
十
八
番
地
暉
峻
義
等
方
／
追
テ
会
費
、
原
槁
及
ビ
交
換
雑
誌
等
総
テ
右
へ
御
送
附
被
下
度
候
」
と
の
っ
て
い
る
。

暉
峻
編
集
に
よ
る
『
刀
圭
新
報
」
の
う
ち
、
小
川
に
は
じ
ま
る
医
学
用
語
問
題
を
お
っ
て
い
こ
う
。
第
九
巻
第
六
号
の
藤
浪
鑑
「
学
術
と

（
８
）

国
民
と
国
語
」
は
、
「
学
術
は
固
よ
り
万
国
的
で
あ
る
、
さ
れ
ど
も
学
術
を
扶
植
す
る
も
の
は
常
に
国
民
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
凡
て
国
民
の

言
葉
を
以
て
医
学
を
述
べ
又
語
る
可
き
で
え
あ
る
。
此
事
は
現
在
、
他
の
国
々
に
て
行
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
我
国
に
て
も
亦
然

ら
ざ
る
を
得
無
い
」
と
し
、
最
後
に
医
語
を
整
理
す
る
必
要
を
と
い
て
い
る
。
つ
づ
く
第
九
巻
第
七
号
、
同
第
八
号
の
村
田
正
太
「
医
界
用

あ
ｰ､
一〆

、

ナっ
ノー

○

其
他
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
「
刀
圭
新
報
』
の
内
容
が
、
社
会
医
学
、
現
代
医
学
・
医
療
批
判
に
お
お
き
く
か
わ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

（
４
）

る
。
「
巻
頭
言
編
輯
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
て
」
で
暉
峻
は
、
「
吾
等
は
医
道
を
良
心
の
道
程
に
建
て
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
奨
進
医

（
５
）

会
の
主
伎
を
要
約
し
、
ま
た
「
医
者
も
、
も
っ
と
た
ま
し
い
を
尊
重
す
る
時
代
に
遭
遇
す
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
い
う
。
「
編
輯
の
あ
と
」
に

は
、
「
日
本
の
医
者
は
ち
っ
と
も
診
察
室
以
外
に
眼
が
と
貫
か
な
い
日
本
の
社
会
は
根
本
的
な
純
医
学
上
か
ら
の
社
会
批
判
が
欠
け
て
居
る

〔
中
略
〕
私
は
心
あ
る
医
家
の
奮
起
を
希
ふ
も
の
で
あ
る
」
と
暉
峻
は
か
く
。
こ
の
と
き
暉
峻
は
前
年
末
に
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
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（
９
）

語
問
題
」
は
、
解
剖
学
の
大
澤
岳
太
郎
が
「
医
学
と
語
学
」
（
日
本
医
事
週
報
、
第
二
八
六
号
、
一
九
一
八
年
）
で
、
ド
イ
ツ
語
に
日
本
語
の
テ

ニ
ヲ
ハ
を
つ
け
た
文
章
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
っ
た
の
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
。
第
九
巻
第
九
号
に
の
っ
た
大
澤
岳
太
郎
「
医
界
用
語

（
皿
）

問
題
」
は
村
田
へ
の
反
論
で
、
村
田
の
い
う
「
光
栄
あ
る
日
本
の
医
学
」
に
ろ
く
な
も
の
は
な
い
、
漢
字
の
不
便
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
国

語
を
尊
重
す
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
医
学
社
会
で
は
便
法
の
使
用
も
ゆ
る
し
て
も
ら
い
た
い
、
医
学
と
国
家
と
は
別
物
で
あ
っ
て
、
敵
・
味

（
Ⅱ
）

方
の
区
別
を
し
な
い
医
学
に
あ
っ
て
言
語
と
い
う
障
壁
を
つ
く
っ
て
故
意
に
疎
隔
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
。
第
一
○
号
で
村
田
は
大
澤

（
皿
）

に
ま
た
徹
底
的
に
反
論
し
て
い
る
。
第
九
巻
第
一
二
号
で
村
田
は
「
東
京
医
科
大
学
受
験
用
語
に
就
て
」
で
、
病
床
日
誌
を
ド
イ
ツ
語
で
か

く
の
が
内
規
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
教
授
会
で
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
内
科
教
授
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
は
、
卒
業
試
験
の
と

（
昭
）

き
村
田
は
日
本
語
で
か
い
た
病
床
日
誌
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
入
澤
教
授
が
試
験
を
う
け
さ
せ
な
い
と
し
た
の
を
、
暉
峻
が
、
村
田
は
外
国

語
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
専
攻
し
「
医
学
ド
イ
ツ
語
独
習
」
と
い
う
著
書
さ
え
あ
る
男
だ
、
と
と
い
て
、
村
田
の
再
試
験
ｌ
卒
業
の
道
を
ひ
ら

い
た
、
と
い
う
経
験
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
○
巻
第
四
号
（
一
九
一
八
年
一
二
月
）
で
は
土
肥
鶚
軒
（
慶
藏
）
が
、
第
三
号
の
村
田
の
文

（
ｕ
）

章
中
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
便
毒
の
語
の
出
処
に
就
て
村
田
学
士
に
答
ふ
」
の
文
章
を
の
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
村
田
の

指
摘
に
感
謝
し
た
の
ち
問
題
の
用
語
の
出
処
を
く
わ
し
く
の
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
村
田
、
暉
峻
ほ
か
に
よ
る
当
時
の
医
学
界
の
権
威
に
批
判
的
な
文
章
が
つ
づ
い
て
い
た
。
編
集
後
記
か
ら
暉
峻
の

（
鴫
）
、
、
、

こ
と
ば
を
ひ
ろ
っ
て
い
く
と
、
「
漿
進
医
会
も
、
も
っ
と
街
頭
に
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
来
た
」
（
第
九
巻
第
六
号
）
・
「
刀
圭
新

（
マ
マ
）

報
は
一
月
号
か
ら
他
少
編
輯
の
方
針
が
変
更
さ
れ
た
の
で
す
。
も
っ
と
社
会
的
な
重
要
問
題
に
ふ
れ
、
も
っ
と
医
師
の
日
常
生
活
に
肉
迫
し

（
マ
マ
）

（
略
）

て
行
ふ
と
云
ふ
使
命
を
雑
誌
は
負
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
（
第
九
巻
第
七
号
）
、
「
第
五
回
日
本
医
学
会
の
様
子
を
見
た
も
の
は
、
き

、
、
、
、
、
、

っ
と
心
細
か
っ
た
こ
と
シ
思
ふ
。
ほ
ん
の
少
数
の
人
達
が
学
術
の
た
め
に
、
人
類
の
た
め
に
骨
折
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
多
数
の
医
家

、
、
、
（
マ
マ
）

（
Ⅳ
）

は
、
ま
だ
利
慾
に
と
ま
ど
っ
て
ゐ
る
の
だ
と
云
ふ
こ
と
が
、
あ
れ
ほ
ど
明
か
に
証
言
さ
れ
た
も
の
は
な
い
」
（
第
九
巻
第
八
号
）
、
「
そ
の
内
村
田

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
私
と
が
発
起
に
な
っ
て
、
在
京
の
青
年
有
志
を
会
同
し
て
大
い
に
医
界
の
有
害
分
子
の
ぶ
っ
こ
は
し
に
か
皇
り
た
い
と
種
々
計
画
し
て
ゐ
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（
肥
）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
極
く
善
良
に
至
誠
を
以
て
や
る
」
（
第
九
巻
第
一
○
号
）
、
「
来
年
か
ら
は
も
っ
と
濃
厚
に
、
も
っ
と
劇
烈
に
大
胆
に
私
達
の
主
張
を
通
し
切

勺
、
、
、
、
、
、
、
、

り
た
い
と
思
ふ
て
ゐ
る
」
、
「
そ
れ
に
し
て
も
志
賀
博
士
の
態
度
が
よ
く
な
い
。
〔
中
略
、
感
作
結
核
ワ
ク
チ
ン
の
件
〕
科
学
者
の
価
値
は
科
学

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
四
）

的
道
徳
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
（
第
一
○
巻
第
四
号
）
。

こ
う
い
う
な
か
で
暉
峻
は
富
士
川
へ
の
敬
意
は
持
し
つ
づ
け
て
い
る
。
「
「
東
京
で
少
く
と
も
十
五
年
は
苦
労
せ
よ
』
こ
ふ
富
士
川
博
士
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
う
二
三
度
宣
告
さ
れ
た
。
僕
は
一
苦
労
せ
よ
』
と
後
進
に
呼
ぶ
先
輩
の
温
情
を
感
泣
し
て
享
受
す
る
も
の
で
あ
る
。
僕
は
こ
の
情
味
あ
る

忠
告
を
僕
の
敬
愛
す
る
友
の
凡
て
に
分
ち
た
い
。
／
僕
は
富
士
川
博
士
の
こ
の
温
情
に
対
し
て
も
、
あ
く
ま
で
奮
闘
を
っ
ゴ
け
た
い
熱
望
に
焔

（
卯
）

え
て
ゐ
る
」
（
第
一
○
巻
第
四
号
）
・
編
集
会
議
に
は
富
士
川
、
藤
根
そ
の
他
の
先
輩
も
出
席
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
世
の
中
の
わ
か
ら
ず
屋

の
や
る
こ
と
を
言
ふ
こ
と
を
少
し
茶
化
し
て
や
ろ
う
ぢ
や
な
い
か
」
と
の
先
輩
の
声
も
あ
っ
た
が
、
「
眞
向
か
ら
切
り
込
む
こ
と
が
最
も
有
効

（
幻
）

で
あ
る
」
（
同
号
）
。
富
士
川
は
何
回
か
、
あ
せ
ら
ず
に
ゆ
っ
く
り
す
す
も
う
、
と
忠
告
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
．

年
あ
け
て
一
九
一
九
年
一
月
二
○
日
発
行
の
第
一
○
巻
第
五
号
は
、
二
六
ペ
イ
ジ
中
に
日
本
医
師
協
会
関
係
が
七
・
五
ペ
イ
ジ
を
占
め
て

い
る
ほ
か
は
、
全
体
の
基
調
は
か
わ
ら
な
い
。
第
一
○
巻
第
六
号
は
、
表
紙
の
題
字
の
上
に
「
日
本
医
師
協
会
機
関
誌
」
と
は
い
る
、
内
容
は

日
本
医
師
協
会
関
係
お
よ
び
医
事
法
制
と
前
号
ま
で
の
暉
峻
路
線
と
で
半
半
で
あ
る
。
編
集
者
は
暉
峻
の
ま
ま
だ
が
、
発
行
人
は
小
田
平
義

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
の
号
か
ら
は
内
容
は
日
本
医
師
協
会
の
線
で
あ
る
。
編
集
者
と
し
て
の
暉
峻
の
名
が
い
つ
消
え
た
か
は
、
奥
付

け
の
そ
ろ
っ
た
雑
誌
が
か
け
て
い
て
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
る
と
き
か
ら
編
集
者
兼
発
行
者
は
小
田
平
義
と
な
っ
た
。

（
亜
）

こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
、
日
本
医
師
協
会
の
立
ち
場
か
ら
山
崎
佐
が
「
医
家
先
哲
追
薦
会
四
十
五
年
日
本
医
師
協
会
二
十
年
記
念
特
輯
」

に
か
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
特
輯
は
、
ま
ず
医
家
先
哲
追
薦
会
の
毎
回
に
つ
い
て
の
べ
、
つ
い
で
「
奨
進
医
会
回
顧
」

で
一
九
一
四
年
三
月
四
日
ま
で
を
述
べ
、
つ
い
で
「
日
本
医
師
協
会
回
顧
」
で
一
九
一
四
年
四
月
四
日
の
日
本
医
師
協
会
創
立
発
起
人
会
か

ら
を
の
べ
て
い
る
。
一
九
一
四
年
四
月
か
ら
の
奨
進
医
会
の
活
動
は
、
日
本
医
師
協
会
の
活
動
と
い
り
ま
じ
っ
た
形
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
関
連
部
分
を
ぬ
き
だ
し
て
み
よ
う
１
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本
年
も
、

す
る
た
め
、

年
度
よ
り
、

大
正
七
年

本
会
は
、
医
師
の
倫
理
、
道
義
を
会
是
と
し
て
、
医
師
の
風
紀
を
矢
釜
し
く
論
じ
て
、
そ
の
一
の
現
は
れ
と
し
て
、
医
家
先
哲
の
追
薦

に
努
力
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
又
中
に
は
、
斯
の
如
き
は
、
老
人
の
閑
事
で
あ
っ
て
、
現
代
の
医
師
に
は
、
全
く
符
合
せ
ぬ
時
代
遅

れ
で
あ
る
と
の
非
難
も
相
当
あ
っ
た
の
で
、
大
正
六
年
十
二
月
、
役
員
会
に
於
て
、
本
会
の
事
務
一
切
を
挙
げ
て
新
進
気
鋭
の
新
し
い
若

い
方
々
に
委
ね
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
此
新
し
い
変
革
と
い
ふ
も
の
は
、
本
会
の
趣
旨
に
反
す
る
と
か
、
か
く
て
は
、
本
会
の
特

色
は
失
は
れ
て
仕
舞
っ
た
。
本
会
の
伝
統
的
精
神
を
失
っ
た
の
は
怪
し
か
ら
ぬ
と
い
ふ
非
難
も
高
ま
っ
て
、
そ
れ
な
ら
ば
、
本
会
に
留
ま

る
必
要
が
な
い
と
て
、
退
会
す
る
者
が
、
段
々
多
く
な
っ
て
、
本
会
の
基
礎
を
危
く
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
弦
に
於
て
、
一
月
二
十
五
日
、

神
田
明
治
会
館
に
、
委
員
会
を
開
い
て
、
色
々
将
来
の
方
針
に
つ
き
協
議
し
、
小
川
氏
を
始
め
新
進
の
方
々
は
手
を
引
き
復
た
元
の
如
き

組
織
を
以
て
本
会
の
事
務
を
行
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
変
革
も
、
僅
か
一
年
に
し
て
終
っ
た
の
で
あ
る
。

同
夜
は
本
会
の
革
新
に
つ
い
て
重
大
の
委
員
会
の
こ
と
シ
て
、
片
山
会
頭
の
外
二
十
三
名
の
多
数
出
席
し
た
、
富
士
川
理
事
よ
り
、
弔

昨
年
暮
の
評
決
に
依
っ
て
、
本
年
よ
り
、
本
会
の
事
務
は
、
小
川
剣
三
郎
氏
主
裁
の
下
に
、
新
た
に
学
窓
を
出
で
参
未
だ
に
元
気
旺
盛

（
マ
マ
）

で
あ
る
。
暉
峻
義
等
、
村
田
正
太
、
佐
藤
正
等
の
諸
氏
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
刀
圭
新
報
第
九
巻
第
五
号
よ
り
、
是
等
の
方
々
が

編
輯
す
る
こ
と
に
な
り
、
雑
誌
の
体
裁
内
容
及
び
会
務
の
状
態
も
非
常
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
六
年

大
正
八
年

〔
中
略
〕

毎
月
一
回
づ
蚤
談
話
会
を
開
催
し
、
刀
圭
新
報
も
引
続
き
毎
月
二
十
日
発
行
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
本
会
の
発
展
を
期

此
際
新
進
気
鋭
の
者
を
選
ん
で
、
実
際
の
事
務
を
委
ね
、
面
目
を
一
新
す
る
方
が
よ
か
ら
う
と
の
議
が
、
漸
次
熟
し
て
、
次

此
方
針
に
向
ふ
こ
と
皇
な
っ
た
。
之
が
本
会
と
し
て
第
一
回
の
大
改
革
で
あ
っ
た
。
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こ
の
文
章
で
ま
ず
注
目
し
な
く
て
な
ら
な
い
の
は
、
「
本
会
」
の
内
容
が
あ
い
ま
い
な
こ
と
で
あ
る
。
「
本
会
」
は
ず
っ
と
奨
進
医
会
の
こ

と
と
し
て
よ
め
る
が
、
「
弔
慰
部
」
と
で
て
く
る
と
、
そ
こ
は
日
本
医
師
協
会
で
あ
る
。
察
す
る
に
、
人
の
面
で
は
一
体
で
あ
っ
た
奨
進
医
会

ｌ
日
本
医
師
協
会
は
、
日
本
医
師
協
会
の
確
立
拡
充
に
全
力
を
そ
そ
い
で
い
た
。
奨
進
医
会
は
看
板
だ
け
に
な
り
か
け
、
そ
の
看
板
を
か
か

げ
て
い
る
力
も
た
り
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
暉
峻
ら
に
、
雑
誌
の
編
集
か
ら
奨
進
医
会
の
事
務
ま
で
ゆ
だ
ね
て
み
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
お
）

「
小
川
剣
三
郎
氏
主
宰
の
下
に
」
と
あ
る
が
、
「
刀
圭
新
報
』
の
誌
面
か
ら
は
小
川
主
宰
と
い
う
姿
は
み
え
て
こ
な
い
。
ま
た
村
田
は
「
こ
の

論
戦
の
た
め
に
奨
進
医
会
の
ほ
と
ん
ど
万
年
幹
事
を
引
き
受
け
て
お
ら
れ
た
〔
大
澤
〕
教
授
は
大
い
に
憤
慨
し
幹
事
を
断
わ
っ
て
し
ま
わ
れ

た
」
と
か
い
て
い
る
。
当
時
の
奨
進
医
会
の
役
員
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ほ
か
に
ど
ん
な
人
が
退
会
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た

大
澤
は
日
本
医
師
協
会
の
役
員
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
一
九
年
一
月
二
五
日
の
委
員
会
決
定
は
、
小
川
一
派
追
放
と
い
っ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
の
ち
に
の
べ
る
『
医
人
』
の
第
八
号
に
は
、
「
三
日
に
は
小
川
さ
ん
の
処
で
奨
進
医
会
の
先
哲
追
薦
会
の
準
備
会
が
催
さ
れ

（
型
）

自
分
は
久
振
り
で
諸
先
輩
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
（
佐
藤
こ
と
あ
る
。
一
九
二
○
年
一
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
小
川
は
日
本
医
師
協
会
の
評

議
員
で
あ
り
つ
づ
け
、
の
ち
に
は
そ
の
理
事
長
に
も
な
っ
た
。

「
刀
圭
新
報
』
は
一
九
二
一
年
九
月
に
廃
刊
と
な
り
、
日
本
医
師
協
会
は
一
九
二
二
年
一
○
月
か
ら
機
関
誌
「
医
談
』
（
第
二
次
）
を
発
刊
し

た
。
第
二
次
『
医
談
」
の
編
集
兼
発
行
人
は
山
崎
佐
で
、
内
容
で
歴
史
に
ふ
れ
て
い
る
の
は
三
分
の
一
ぐ
ら
い
か
。
奨
進
医
会
の
記
事
も
と

き
に
で
る
。
第
二
次
『
医
談
」
は
一
九
二
九
年
一
二
月
の
第
六
巻
第
一
二
号
で
お
わ
り
、
つ
づ
い
て
一
九
三
○
年
三
月
か
ら
『
日
本
医
師
協

会
雑
誌
』
が
だ
さ
れ
る
が
、
巻
号
数
は
「
医
談
』
を
ひ
き
つ
い
で
い
る
。
編
集
兼
発
行
人
は
山
崎
佐
。
内
容
に
歴
史
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
、
奨
進
医
会
よ
り
の
協
同
の
精
神
を
う
け
つ
い
で
い
る
、
と
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
一
七
年
に
「
中
外
医
事
新
報
』
の
経
営
は
原
田
貞
吉
か
ら
富
士
川
、
藤
井
秀
旭
、
竹
内
薫
平
、
小
田
の
四
人
に
う
つ
っ

て
い
た
。
医
学
史
に
関
す
る
論
文
は
こ
の
雑
誌
に
か
な
り
の
せ
ら
れ
て
い
た
。
一
九
二
七
年
二
月
に
日
本
医
史
学
会
が
設
立
さ
れ
る
と
、

慰
部
に
つ
き
、
〔
下
略
〕
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こ
こ
に
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
医
学
史
探
究
面
で
の
活
動
で
あ
る
。

（
鰯
）

暉
峻
が
「
刀
圭
新
報
』
を
さ
っ
た
お
な
じ
年
一
九
一
九
年
の
七
月
に
『
医
人
』
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
「
発
刊
の
辞
」
に
は
、
「
吾
々
は
、

多
く
語
る
必
要
を
認
め
な
い
。
唯
、
一
こ
と
云
っ
て
お
こ
う
。
吾
々
の
唯
一
の
味
方
が
『
眞
理
」
で
あ
る
こ
と
と
、
吾
々
の
飽
く
こ
と
を
知

ら
な
い
強
烈
な
征
服
欲
が
、
最
も
徹
底
し
た
形
式
に
よ
っ
て
『
眞
理
を
裏
切
る
医
人
』
の
頭
上
に
加
へ
ら
る
る
こ
と
を
」
と
あ
っ
て
、
『
刀
圭

新
報
』
で
み
せ
た
戦
闘
性
・
批
判
精
神
が
う
け
つ
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
発
行
所
は
東
京
市
下
谷
区
池
ノ
端
仲
町
十
六
番
地
医
人
社
、

発
行
兼
編
集
者
は
同
番
地
小
川
方
の
暉
峻
で
、
原
稿
届
先
は
東
大
生
理
学
教
室
の
暉
峻
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
号
に
永
井
潜
が
「
赤
門
を
出

ん
と
す
る
諸
子
に
」
を
か
い
て
い
る
。
全
体
の
内
容
を
み
る
と
、
富
士
川
の
連
載
「
温
古
史
料
」
、
小
川
の
連
載
「
続
刀
圭
閑
話
」
ほ
か
医
学

史
に
関
す
る
も
の
が
三
分
の
一
ほ
ど
か
、
暉
峻
時
代
の
『
刀
圭
新
報
」
よ
り
も
お
お
い
。
そ
の
ほ
か
の
執
筆
者
を
み
る
と
、
村
田
、
佐
藤
、

（
妬
）

朴
澤
進
、
大
森
憲
太
、
角
尾
晋
、
蘆
田
元
也
、
岡
崎
昌
な
ど
、
医
科
大
学
卒
業
時
に
暉
峻
の
同
級
生
だ
っ
た
人
が
中
心
で
あ
る
。
村
田
は
、

「
こ
ん
な
具
合
で
借
家
は
不
便
だ
か
ら
独
立
し
て
雑
誌
を
出
そ
う
で
は
な
い
か
と
暉
峻
が
提
案
し
小
川
（
剣
三
郎
）
さ
ん
が
会
計
の
方
を
引
き

受
け
ら
れ
、
い
よ
い
よ
『
医
人
』
と
云
う
月
刊
誌
を
出
し
暉
峻
が
編
集
し
同
級
生
〔
中
略
〕
を
糾
合
し
医
界
刷
新
の
陣
営
を
張
っ
た
」
と
か

『
中
外
医
事
新
報
」
は
一
九
二
八
年
一
月
か
ら
そ
の
機
関
誌
と
な
っ
た
。
漿
進
医
会
の
医
史
学
の
面
は
一
時
期
看
板
だ
け
に
な
っ
て
い
た
が
、

日
本
医
史
学
会
設
立
に
よ
っ
て
再
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

受
け
ら
れ
、

い
て
い
る
。

一
九
二
○
年
三
月
発
行
の
第
九
号
は
「
本
邦
外
科
始
祖
華
岡
青
洲
号
」
で
、
一
九
一
九
年
一
○
月
三
一
日
に
奨
進
医
会
に
よ
り
お
こ
な
わ

れ
た
華
岡
青
洲
先
生
第
百
五
十
年
記
念
祭
お
よ
び
贈
位
祝
典
の
演
説
お
よ
び
記
事
、
計
三
八
ペ
イ
ジ
を
付
録
し
て
い
る
。
最
後
の
「
列
席
者

氏
名
」
は
宴
会
の
そ
れ
ら
し
い
が
、
来
賓
の
石
黒
男
、
華
岡
雄
太
郎
、
華
岡
青
洋
、
佐
藤
男
な
ど
、
会
員
の
尼
子
四
郎
、
富
士
川
源
、
呉
秀

四
、
暉
峻
の
そ
の
後
の
活
動
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三
、
小
田
平
義
、
小
川
剣
三
郎
な
ど
計
四
四
名
の
な
か
に
、
村
田
、
佐
藤
、
大
森
、
暉
峻
、
岡
崎
と
、
『
医
人
』
同
人
と
い
う
べ
き
五
人
の
名

が
み
え
る
。
「
編
集
雑
記
」
を
と
お
し
て
み
る
と
、
こ
の
と
き
の
会
の
準
備
に
あ
た
っ
た
の
が
、
こ
の
人
た
ち
だ
っ
た
ら
し
い
。
一
九
二
○
年

一
月
三
日
小
川
宅
で
の
医
家
先
哲
追
薦
会
準
備
会
で
奨
進
医
会
の
先
輩
に
あ
っ
た
、
と
の
佐
藤
の
証
言
は
さ
き
に
あ
げ
た
。
ど
う
も
、
奨
進

医
会
の
実
務
は
、
手
を
ひ
い
た
は
ず
の
「
小
川
氏
を
始
め
新
進
の
方
々
」
が
、
な
お
か
な
り
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
”
）

暉
峻
が
『
医
人
』
第
七
号
の
「
編
輯
雑
記
」
に
華
岡
青
洲
記
念
会
に
つ
き
し
る
し
て
い
る
な
か
に
、
こ
う
あ
る
、
Ｉ

○
晩
餐
の
と
き
に
、
石
黒
男
が
過
去
に
於
け
る
奨
進
医
会
の
業
績
に
対
し
て
感
謝
の
語
が
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
沢
山
な
現
象
の
な
か

か
ら
、
善
い
も
の
を
あ
げ
、
眞
な
も
の
を
択
み
出
し
て
、
人
間
の
教
養
に
資
し
て
行
か
う
と
す
る
奨
進
医
会
の
主
張
は
今
後
ま
す
ま
す
医

人
社
同
人
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
頃
の
「
刀
圭
新
報
』
に
奨
進
医
会
お
よ
び
医
史
学
に
関
す
る
記
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
『
医
人
」
も
四
月
発
行
の
第
一
○
号
を
も
っ
て
お
わ
る
。
こ
の
号
は
「
第
二
年
・
第
拾
号
」
と
つ
い
て
い
る
が
、
第
二
年
に
は
い
っ

て
い
る
通
巻
第
一
○
号
の
意
で
あ
る
（
一
九
二
○
年
一
月
発
行
の
第
七
号
か
ら
「
第
二
年
」
が
つ
き
、
第
八
号
も
お
な
じ
、
第
九
号
に
は
つ
い
て
い

（
湖
）

な
い
）
。
ま
た
も
村
田
に
よ
る
と
、
「
小
川
さ
ん
と
暉
峻
と
の
間
に
編
集
に
つ
い
て
意
見
の
衝
突
が
起
り
一
年
も
た
聖
な
い
う
ち
に
廃
刊
し
て
し

ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
」
。
こ
の
意
見
衝
突
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。
さ
き
に
「
戦
闘
性
・
批
判
精
神
」
と
か
い
た
が
、
『
医
人
」
は
暉

峻
時
代
の
「
刀
圭
新
報
』
よ
り
ず
っ
と
お
だ
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
小
川
が
暉
峻
を
お
さ
え
て
い
た
が
、
ど
ち
ら
か
が
そ
れ
に
我
慢
で
き
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
の
ち
「
医
人
」
同
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
専
門
家
と
し
て
あ
ゆ
み
だ
し
、
医
学
史
に
集
中
し
て
た
ち
も
ど
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か

れ
ら
が
医
学
史
へ
の
あ
つ
い
思
い
を
い
だ
き
つ
づ
け
て
い
れ
ば
、
日
本
の
医
学
史
研
究
は
も
う
す
こ
し
ち
が
っ
た
様
相
を
み
せ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。

一
九
二
五
年
『
労
働
科
学
研
究
』
第
一
巻
第
四
号
に
か
い
た
論
文
「
労
働
科
学
に
就
て
」
（
そ
の
こ
こ
で
暉
峻
は
労
働
科
学
研
究
の
史
的
考
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さ
て
、
日
本
医
史
学
会
は
一
九
二
八
年
一
二
月
九
日
に
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
三
百
年
記
念
会
を
中
山
文
化
研
究
所
で
開
催
し
、
永
井
潜
が
「
ハ
ー

ヴ
ェ
ー
を
億
ふ
」
の
、
暉
峻
が
「
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
の
遺
著
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
し
た
。
こ
の
と
き
暉
峻
は
富
士
川
に
い
わ
れ
て
「
ゲ
ッ
チ
ン

ゲ
ン
医
史
学
文
庫
に
つ
い
て
」
の
論
文
を
か
い
て
い
た
が
、
こ
れ
は
戦
後
に
な
っ
て
「
労
働
の
科
学
』
第
一
九
巻
第
四
号
、
同
第
六
号
（
一
九

六
四
年
）
、
第
二
○
巻
第
五
号
（
一
九
六
五
年
）
に
発
表
さ
れ
た
。
一
九
三
六
年
に
暉
峻
訳
に
よ
る
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
『
血
液
循
環
の
原
理
」
が
岩
波

文
庫
の
一
冊
と
し
て
出
販
さ
れ
た
。
訳
者
序
文
に
は
、
「
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
は
昭
和
二
年
七
月
を
以
て
そ
の
第
一
五
周
年
を
迎
へ
た
。

こ
の
機
に
於
て
、
立
派
な
生
涯
を
も
っ
た
科
学
者
の
偉
大
な
業
績
を
追
慕
す
る
こ
と
は
、
蓋
し
吾
々
の
生
活
と
使
命
と
に
関
す
る
反
省
と
自

照
と
の
最
善
の
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
こ
の
邦
語
訳
を
企
図
し
た
直
接
の
動
機
で
は
あ
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
一
九
六

一
年
に
改
訂
版
が
出
さ
れ
、
そ
の
さ
い
の
表
題
は
原
典
に
し
た
が
っ
て
『
動
物
の
心
臓
な
ら
び
に
血
液
の
運
動
に
関
す
る
解
剖
学
的
研
究
』

察
を
お
こ
な
い
、
「
学
の
龍

こ
と
の
影
響
を
み
て
い
る
。

こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
一
九
九
九
年
五
月
一
六
日
、
第
一
○
○
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
酒
井
シ
ヅ
会
長
）
で
報
告
し
た
。
論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
労

働
科
学
研
究
所
所
長
小
木
和
孝
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

一
年
に
改
訂
版
が
出
』

と
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。

暉
峻
は
一
九
四
一

（
知
）

き
ま
っ
た
。
そ
し
一

し
な
わ
れ
て
い
る
）
、

日
本
医
史
学
会
が
今
日
あ
る
の
は
、
か
な
り
多
く
の
先
輩
た
ち
の
、
と
き
に
は
意
外
な
因
縁
が
あ
っ
た
の
に
よ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
こ

の
小
伝
の
結
び
と
し
た
い
。

九
四
三
年
一
月
一
二
日
山
崎
佐
新
理
事
長
の
も
と
で
ひ
ら
か
れ
た
日
本
医
史
学
会
役
員
会
で
、
評
議
員
に
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
が

そ
し
て
、
す
く
な
く
と
も
一
九
五
五
年
ま
で
は
日
本
医
史
学
会
評
議
員
で
あ
っ
た
（
こ
の
の
ち
一
九
六
七
年
ま
で
の
役
員
名
簿
が
う

（
鋤
）

「
学
の
史
的
研
究
の
主
要
さ
」
を
強
調
し
た
。
三
浦
は
暉
峻
の
こ
う
い
っ
た
史
的
関
心
に
、
富
士
川
ら
と
の
交
渉
が
あ
っ
た
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（
翅
）

「
へ
く
Ｊ
－

〆
司
Ｉ
工
』

（
Ｍ
）

（
巧
）

（
略
）

（
〃
）

（
肥
）

（
岨
）

（
４
）
暉
峻
義
等
「
巻
頭
語
編
輯
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
て
」
『
刀
圭
新
報
』
九
巻
五
号
、
一
二
七
～
一
二
九
頁
、
一
九
一
八

（
５
）
暉
峻
生
「
編
輯
の
あ
と
」
『
刀
圭
新
報
』
九
巻
五
号
、
一
五
六
頁
、
一
九
一
八

（
６
）
小
川
剣
三
郎
「
医
学
上
に
於
け
る
国
字
国
語
使
用
に
就
い
て
」
「
刀
圭
新
報
」
九
巻
五
号
、
一
四
三
～
一
四
五
頁
、
一
九
一
八

（
７
）
〔
奥
付
け
〕
「
刀
圭
新
報
」
九
巻
五
号
、
一
九
一
八

（
８
）
藤
浪
鑑
「
学
術
と
国
民
と
国
語
」
「
刀
圭
新
報
』
九
巻
六
号
、
一
五
八
～
一
六
○
頁
、
一
九
一
八

（
９
）
村
田
正
太
「
医
界
用
語
問
題
」
「
刀
圭
新
報
』
九
巻
七
号
、
二
○
一
～
二
○
五
頁
、
八
号
、
二
三
七
～
二
四
一
頁
、
一
九
一
八

（
ｍ
）
大
澤
岳
太
郎
「
医
界
用
語
問
題
」
『
刀
圭
新
報
」
九
巻
九
号
、
二
五
二
～
二
五
六
頁
、
一
九
一
八

（
マ
マ
）

（
皿
）
村
田
正
太
「
前
号
所
載
『
医
界
用
語
問
題
を
読
ん
で
』
大
澤
教
授
の
明
答
を
求
む
」
『
刀
圭
新
報
』
九
巻
一
○
号
、
二
九
○
～
二
九
六
頁
、
一

（
１
）
三
浦
豊
彦
「
暉
峻
義
等
労
働
科
学
を
創
っ
た
男
」
（
シ
リ
ー
ズ
・
民
間
日
本
学
者
）
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
東
京
、
一
九
九
一

（
２
）
三
浦
豊
彦
「
難
波
抱
節
旧
蔵
「
温
知
堂
文
庫
」
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
六
巻
一
号
、
六
三
～
六
五
頁
、
一
九
九
○

（
３
）
暉
峻
義
等
「
僕
を
語
る
ｌ
暉
峻
義
等
対
談
抄
」
（
三
浦
豊
彦
）
「
暉
峻
義
等
博
士
と
労
働
科
学
」
五
七
～
一
○
四
頁
、
暉
峻
義
等
博
士
追
憶
出
版
刊

九
一
八

行
会
、
東
京
、
一
九
六
七

文
献

上
肥
鶚
軒
「
便
毒
の
語
の
出
処
に
就
て
村
田
学
士
に
答
ふ
」
『
刀
圭
新
報
』
一
○
巻
四
号
、
七
○
～
七
二
頁
、
一
九
一
八

暉
峻
義
等
「
編
輯
の
あ
と
」
『
刀
圭
新
報
」
九
巻
六
号
、
一
八
九
～
一
九
○
頁
、
一
九
一
八

暉
峻
義
等
「
編
輯
の
あ
と
」
『
刀
圭
新
報
』
九
巻
七
号
、
二
二
二
頁
、
一
九
一
八

暉
峻
義
等
「
編
輯
の
あ
と
」
『
刀
圭
新
報
』
九
巻
八
号
、
二
四
八
～
二
四
九
頁
、
一
九
一
八

義
塔
生
「
編
輯
の
あ
と
」
『
刀
圭
新
報
」
九
巻
一
○
号
、
三
○
五
～
三
○
六
頁
、
一
九
一
八

暉
峻
義
等
「
編
輯
雑
記
」
『
刀
圭
新
報
』
一
○
巻
四
号
、
八
五
～
八
七
頁
、
一
九
一
八

村
田
正
太
夛

（
３
）
に
同
じ 「

東
京
医
科
大
学
受
験
用
語
に
就
て
」
「
刀
圭
新
報
」
九
巻
一
二
号
、
三
三
八
～
三
四
一
頁
、
一
九
一
八
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（
虹
）
（
岨
）
に
同
じ

兎
）
（
山
崎
佐
編
蟇
）
「
医
家
先
哲
追
薦
会
四
十
五
年
日
本
医
師
協
会
創
立
二
十
年
記
念
特
輯
」
『
日
本
医
師
協
会
雑
誌
」
一
二
署
二
号
～
一
○
号
、
付

録
、
一
九
三
六
、
一
三
巻
二
号
、
付
録
、
一
九
三
七

（
翌
村
田
正
太
「
暉
峻
と
私
」
『
暉
峻
義
等
博
士
と
労
働
科
学
』
二
四
～
一
二
○
頁
、
暉
峻
義
等
博
士
追
憶
出
版
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
六
七

（
型
「
編
輯
雑
記
」
（
佐
藤
）
「
医
人
」
第
二
年
第
八
号
、
二
○
四
頁
、
一
九
二
○

（
お
）
「
発
刊
の
辞
」
『
医
人
』
創
刊
号
、
一
頁
、
一
九
一
九

一、

20
－一

一、

19
－一

に

同
じ

（
妬
）
「
発
刊
の
辞
」

（
妬
）
（
濁
）
に
同
じ

（
”
）
「
編
輯
雑
記
」

（
躯
）
（
認
）
に
同
じ

（
羽
）
（
１
）
一
四
一
頁
、
一
九
九
一

詞
）
「
役
員
会
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
二
二
号
、
一
○
二
頁
、
一
九
四
三

（
暉
峻
）
「
医
人
」
第
二
年
第
八
号
、
二
七
二
頁
、
一
九
二
○

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）


